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チョモランマ(エベレスト)撮影　松原 繁

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
展
』
の
開
催

松

　

田

　

雄

一

世
界
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
八
〇

〇
〇
m
峰
は
､
一
九
五
六
年
(
昭
和
三
一
)
　
の
マ
ナ

ス
ル
初
登
頂
の
後
､
三
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
す
べ

て
の
峰
々
が
日
本
人
の
足
で
登
ら
れ
､
日
本
人
が
開

拓
し
た
記
録
が
数
多
-
残
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
今
年
は
'
中
国
･
日
本
-
ネ
パ
ー
ル
三
国

友
好
登
山
が
'
世
界
の
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
峰
(
中

国

名

-

チ

ョ

モ

ラ

ン

マ

､

ネ

パ

ー

ル

名

-

サ

ガ

ル

マ

タ
)
を
舞
台
に
実
施
さ
れ
､
五
月
五
日
'
世
界
初
の

交
差
縦
走
と
同
時
に
､
山
頂
か
ら
の
テ
レ
ビ
生
中
継

に
成
功
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
｡

大
町
山
岳
博
物
館
で
は
､
こ
の
記
念
す
べ
き
機
会

を
と
ら
え
､
｢
ヒ
マ
ラ
ヤ
展
｣
を
企
画
し
ま
し
た
｡

こ
の
特
別
展
は
､
｢
八
〇
〇
〇
m
峰
と
日
本
登
山

隊
｣
ぉ
よ
び
､
｢
中
国
･
日
本
-
ネ
パ
ー
ル
　
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
/
サ
ガ
ル
マ
タ
友
好
登
山
隊
｣
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
も
っ
て
い
ま
す
｡
展
示
内
容
は
日
本
人
に
よ

る
八
〇
〇
〇
m
唯
一
四
座
初
登
頂
で
残
さ
れ
た
貴
重

を
記
録
を
一
堂
に
集
め
'
あ
あ
せ
て
､
中
国
･
日
本
･

ネ
パ
ー
ル
の
三
国
で
実
施
し
た
三
国
友
好
登
山
の
関

係
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
を
展
覧
会
は
今
ま
で
催
さ
れ
た
こ
と
が

な
く
､
初
め
て
の
試
み
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
｡

展
示
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
は
､
日
本
山
岳
会

を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
各
山
岳
会
'
な
ら
び
に
三

国
友
好
登
山
の
共
催
者
と
し
て
成
功
を
収
め
た
読
売

新
聞
社
･
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
株
式
会
社
の
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
提
供
い
た
だ
-
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

こ
こ
に
改
め
て
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
､
ご
支

援
ご
協
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

(
社
団
法
人
　
日
本
山
岳
会
常
任
評
議
委
員

大
町
山
岳
博
物
館
ヒ
マ
ラ
ヤ
展
企
画
委
員
)
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鰭物鰭と

白
き
聖
地

-
ヒ
マ
ラ
ヤ
八
〇
〇
〇
m
略

へ
の
挑
戦
-

は
じ
め
に

ヒ

マ

ラ

ヤ

と

は

､

サ

ン

ス

ク

リ

ノ

ト

語

の

　

〟

と

マ

ー

(

普

)

"

″
ア
ラ
ー
ヤ
(
住
処
)
〝
こ
の
二
つ
の
語
が
結
合
し
た
も
の
で
あ

る
｡
つ
ま
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
｢
雪
の
住
処
｣
を
意
味
す
る
｡
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
範
囲
は
､
一
般
的
に
西
の
イ
ン
ダ
ス
川
か
ら
東
の
ブ
ラ
マ
フ

ー
ト
ラ
川
の
大
屈
曲
点
ま
で
東
西
お
よ
そ
二
四
〇
〇
h
'
南
北
の

幅
は
約
二
〇
〇
十
二
〇
〇
k
m
と
な
る
｡
北
限
は
イ
ン
ダ
ス
川
上
流

と
フ
ラ
マ
フ
ー
ト
ラ
用
上
流
を
結
ぶ
線
､
南
は
シ
ワ
リ
ー
ク
山
脈

が
ガ
ン
シ
ス
平
棟
に
消
え
る
所
と
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
北
堵
部
に
位
離
す
る
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
も
含
め
`
｢
世
界
の

屋
根
｣
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
お
し
い
大
山
脈
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ

る
｡
こ
の
大
山
脈
に
は
八
〇
〇
〇
m
を
越
え
る
鴫
が
上
聞
焼
あ
り

=
誓
同
峰
エ
ベ
レ
ス
ト
(
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
･
サ
カ
ル
マ
タ
)
を
盟
主

に
神
々
の
御
座
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
｡

八
〇
〇
〇
m
唯
十
四
座
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
標
高
胴
に
記
す
｡

丸
山
　
喜
康

一
､
エ
ベ
レ
ス
ト
　
(
八
八
叩
八
m
)

ネ
パ
ー
ル
と
中
国
す
べ
ノ
ト
自
治
区
と
の
境
に
位
置
し
ヒ
マ
ラ

ヤ
及
び
ク
ー
シ
フ
山
群
の
核
心
部
に
あ
る
世
界
の
基
高
嶋
｡
チ
ペ

ソ
下
名
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
は
｢
世
界
の
母
神
｣
:
ネ
パ
ー
ル
名
サ
ガ

ル
マ
タ
は
｢
世
界
の
頂
上
｣
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
｡
エ
ベ
レ
ス

ト
と
い
う
名
は
'
紡
イ
ン
ト
調
址
局
長
甘
シ
ョ
ー
シ
･
エ
ベ
レ
ス

ト
の
功
紙
を
記
念
し
て
の
命
名
だ
っ
た
｡

初
登
頂
は
一
九
五
二
年
の
イ
ギ
リ
ス
隊
(
-
･
ハ
ン
ト
隊
長
)

で
あ
る
っ
今
ま
で
の
チ
ペ
ソ
上
側
北
東
稜
か
ら
の
挑
戦
を
あ
き
ら

め
､
不
ハ
ー
ル
側
か
ら
商
東
榎
を
攻
撃
し
た
｡
険
悪
を
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
を
突
破
し
て
ウ
エ
ス
タ
ン
･
グ
リ
ム
に
筋
道
基
地
を
作
り

サ
ウ
ス
･
コ
ル
よ
り
南
峰
経
由
に
て
五
月
二
十
八
日
午
的
十
一
時

半
､
ヒ
ラ
リ
ー
と
テ
ン
･
ン
ン
の
2
人
が
つ
い
に
エ
ベ
レ
ス
ト
八
八

四
八
m
の
世
界
最
高
の
妬
上
に
人
頼
最
初
の
定
跡
を
し
る
し
た
.

｢
も
は
や
こ
れ
以
上
高
い
場
所
は
､
地
球
上
ど
こ
に
も
毛
か
っ
た
一
∪

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
名
だ
た
る
峰
々
も
す
べ
て
足
下
に
う
ず
く
ま
り
`
空

だ
け
が
果
し
な
く
ひ
ろ
か
る
た
は
で
あ
っ
た
一

-
方
'
中
国
も
世
界
の
最
高
峰
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
　
(
ナ
ベ
ノ
下
名
)

の
地
元
と
し
て
の
威
信
を
賭
け
て
一
九
六
〇
年
に
登
山
隊
を
送
り

込
む
〕
　
ロ
ン
フ
グ
氷
河
末
端
よ
り
ノ
ー
ス
コ
ル
経
由
で
北
東
核
よ

り
夜
間
登
薄
を
続
は
､
五
月
二
子
五
日
午
前
四
時
‥
十
分
に
登
頂

し
た
｣
.
九
六
･
.
笹
の
ア
メ
リ
カ
階
は
未
登
の
四
校
よ
り
登
頂
し
､

南
東
槙
を
下
ろ
と
い
う
縦
走
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
っ
一
九
七

〇
年
に
は
日
本
中
出
会
隊
(
松
方
二
郎
隊
長
)
が
南
西
堕
に
挑
ん

だ
ー
∪
し
か
し
八
〇
五
〇
m
に
て
敗
退
､
一
方
南
東
稜
隊
は
五
月
十

H
登
項
に
成
功
す
る
ノ
世
界
の
華
高
嶋
に
立
っ
た
最
初
の
日
本

人
は
松
浦
輝
夫
､
植
村
正
己
の
二
人
で
､
｢
わ
た
し
と
植
村
隊
員

は
､
撞
き
合
い
､
忠
の
つ
ま
る
程
背
中
を
た
た
き
合
っ
た
｡
植
村

の
や
つ
れ
た
頼
か
ら
は
涙
が
と
め
と
な
く
流
れ
て
い
た
.
I

そ
の
後
一
九
巳
.
一
年
'
第
二
次
R
C
C
隊
(
水
野
待
人
部
隊
長
)

は
､
稿
壇
壁
へ
向
か
っ
た
が
敗
退
`
東
南
桟
か
ら
秋
と
し
て
は
最

初
の
登
城
に
成
功
し
た
〕

一
九
L
五
年
に
は
日
本
女
子
隊
(
久
野
英
子
隊
長
)
が
登
頂
に

成
功
､
出
部
費
毒
手
が
女
性
と
し
て
最
初
の
登
頓
着
と
な
っ
た
.

"
九
七
五
年
に
は
ィ
キ
リ
ス
隊
に
よ
り
南
西
堕
が
登
ら
れ
る
ー

ま
た
一
九
八
〇
年
に
は
日
本
隊
が
北
壁
よ
り
登
頓
｡
問
し
隼
メ
ス

ナ
-
は
北
東
校
よ
り
単
組
､
無
酸
素
で
登
る
｡
ま
た
ポ
ー
フ
ン
ド

隊
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
冬
期
初
登
頂
に
成
功
と
い
う
よ
う
に
次
々
と

輝
や
か
し
い
紀
録
が
生
ま
れ
た
｡

そ
し
て
一
九
八
八
年
､
中
国
･
日
本
-
ネ
パ
ー
ル
の
三
国
友
好

登
山
隊
が
人
山
‥
ネ
パ
ー
ル
側
と
中
国
側
か
ら
同
時
に
二
つ
の
際

が
登
頂
し
'
国
境
を
越
え
て
反
対
側
に
交
差
縦
走
す
る
と
い
う
登

山
史
上
初
め
て
の
試
み
に
成
功
し
た
｡
ま
た
同
時
に
､
登
山
活
動

を
逓
信
衛
生
を
使
用
し
て
生
中
継
し
､
家
庭
の
茶
の
間
に
世
界
最

高
峰
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
･
サ
カ
ル
マ
タ
の
頑
､
大
パ
ノ
ラ
マ
､
そ
し

て
縦
走
隊
員
の
動
き
と
い
う
刷
的
な
瞬
間
が
臨
甥
感
を
も
っ
て
伝

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

世
界
の
壁
間
唯
で
あ
り
"
第
.
二
の
極
点
〝
そ
れ
ゆ
え
に
`
こ
れ

か
ら
も
数
々
の
人
々
が
挑
戦
し
っ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
し
､
永
遠
の

ロ
マ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

二

へ

K

2

　

(

八

六

二

　

m

)

パ
キ
ス
タ
ン
と
中
国
の
新
婚
ウ
イ
グ
ル
自
治
直
と
の
境
｡
カ
ラ

コ
ル
ム
の
華
品
唯
.
K
2
と
い
う
奇
妙
を
名
は
ィ
ン
上
側
起
居
が

つ
け
た
測
最
番
号
で
あ
り
､
K
は
カ
ラ
コ
ル
ム
を
意
味
す
る
｡
し

か
し
､
ナ
ヘ
/
上
側
で
は
｢
大
き
を
山
｣
を
意
味
す
る
チ
ョ
コ
リ

と
い
う
名
で
呼
苦
れ
て
い
る
(
.
パ
ル
ト
ロ
氷
河
の
奥
に
互
角
鐘
状

に
尖
っ
た
鴫
を
孤
立
し
て
い
る
姿
は
美
し
い
が
至
難
の
山
と
さ
れ
､

登
山
家
た
ち
の
挑
戦
に
対
す
る
K
2
の
抵
抗
は
ま
さ
に
す
さ
ま
じ

か
っ
た
｡
そ
の
た
め
に
｢
非
欄
の
山
｣
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
｡

一
九
･
二
八
年
よ
り
始
ま
っ
た
K
2
へ
の
挑
戦
は
悲
劇
の
連
続
で

あ
っ
た
⊃
　
ア
メ
リ
カ
隊
は
宿
命
の
山
と
し
て
挑
戦
を
繰
り
返
し
た
｡

し
か
し
`
一
九
五
四
年
七
月
二
十
一
日
午
後
六
時
､
K
2
の
頑
は

つ
い
に
二
人
の
登
山
家
に
よ
っ
て
踏
ま
れ
｢
非
橘
の
山
｣
も
人
類

の
あ
く
な
き
征
服
欲
の
調
に
廊
し
た
の
で
あ
る
｡
初
登
現
し
た
の

は
ア
メ
リ
カ
隊
で
は
な
く
ア
ル
テ
ィ
ノ
ト
･
テ
シ
オ
隊
長
率
い
る

イ
タ
リ
ア
隊
で
あ
っ
た
｡

そ
し
て
一
九
七
七
年
大
規
模
を
臼
本
隊
を
迎
え
る
｡
所
員
数
隊

長
以
下
四
十
二
人
の
日
本
山
岳
協
会
隊
で
あ
る
｡
初
登
ル
ー
ト
の

南
菓
校
を
登
り
K
2
第
二
登
を
果
た
し
た
｡
一
九
八
〇
年
に
は
早

稲
田
大
学
隊
(
松
浦
輝
夫
隊
長
)
が
単
一
チ
ー
ム
の
利
点
を
生
か

し
､
難
し
い
四
校
か
ら
の
登
頂
を
成
功
さ
せ
た
｡
一
九
八
二
年
､

日
山
脇
隊
(
新
興
動
醸
長
)
は
未
知
の
領
域
で
あ
っ
た
北
面
'
中

国
側
よ
り
チ
ョ
ゴ
リ
氷
河
を
登
り
つ
め
て
北
接
に
取
り
つ
い
た
｡

相
銀
主
発
に
よ
っ
て
梅
成
さ
れ
た
隊
蝿
は
､
頂
上
ア
タ
ソ
ク
で
は

ザ
ィ
ル
を
結
ば
ず
各
自
の
ル
ー
ト
を
登
っ
て
い
っ
た
｡
そ
し
て
八

月
十
四
日
つ
い
に
チ
ョ
ゴ
リ
の
頂
に
立
っ
た
の
で
あ
る
｡

非
確
の
山
K
2
で
は
`
常
に
画
期
的
成
功
の
影
に
過
酷
を
犠
牲

が
つ
い
て
ま
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
を
悲
劇
が
お
き
て
い
る
｡

三
､
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
　
(
八
五
八
六
m
)

ネ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド
の
シ
ソ
キ
ム
州
と
の
境
に
位
置
し
チ
ペ
ソ

ト
語
で
｢
五
つ
の
大
き
な
雪
の
宝
庫
｣
を
意
味
す
る
神
聖
を
山
と

さ
れ
て
い
る
｡
カ
ン
ナ
ェ
ン
シ
ュ
ン
カ
を
神
聖
視
す
る
地
元
民
と

の
｢
絶
頂
に
は
立
た
ぬ
｣
と
の
約
束
に
よ
り
`
初
登
頂
以
来
'
今

も
っ
て
臭
の
絶
頓
は
踏
ま
れ
て
い
な
い
は
が
れ
を
き
聖
な
る
頑
で

あ
る
､
÷
｣
の
巨
峰
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
な
ど
か
ら
じ
か
に
高
く
仰
が
れ

る
た
め
､
早
く
か
ら
探
検
家
や
登
山
家
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
て
い

た
｡
一
八
九
九
年
イ
ギ
リ
ス
の
フ
レ
ノ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ラ
ウ
ン

ド
･
カ
ン
ナ
工
ン
シ
ュ
ン
カ
､
つ
ま
り
七
週
間
か
け
て
の
カ
ン
ナ

一
周
の
探
査
行
が
注
目
さ
れ
る
｡
そ
の
後
ド
イ
ツ
隊
は
赦
回
の
意

欲
的
を
登
猫
を
行
う
が
､
こ
と
こ
と
く
撤
退
す
る
｡
初
登
頑
は
一

九
五
四
年
`
-
ギ
リ
ス
隊
(
チ
ャ
ー
ル
ス
･
工
バ
ン
ス
隊
長
)
　
に

よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
｡
ヤ
ル
､
/
氷
河
よ
り
グ
レ
ー
ト
‥
/
エ
ル
フ

経
由
に
て
五
日
二
十
五
丁
午
後
一
時
､
一
m
半
程
の
雪
の
日
原
の

頂
上
直
下
に
立
つ
J
最
高
点
は
あ
と
一
渉
の
所
で
あ
っ
た
が
頂
は

踏
ま
な
か
っ
た
〕

第
二
登
は
ー
九
し
巳
年
の
イ
ン
上
陸
軍
隊
で
あ
る
.
イ
ン
ド
の

最
高
唯
に
も
な
る
こ
の
巨
唯
へ
の
意
気
込
み
は
強
く
`
外
周
登
山

隊
の
人
山
を
禁
止
し
て
い
る
シ
ノ
キ
ム
佃
よ
り
人
山
-
.
五
月
二
十

一
日
､
助
士
の
二
m
手
前
に
適
し
て
糠
を
立
て
た
｡

一
九
八
〇
年
`
日
本
隊
か
カ
ン
ナ
ェ
ン
シ
ュ
ン
ガ
氷
河
に
人
っ

2
た
｡
小
西
政
経
隊
長
以
下
七
人
の
山
草
同
志
会
隊
で
あ
る
.
彼
ら

K
は
二
つ
の
雪
の
棚
と
ロ
ノ
ク
バ
ン
ト
で
歯
切
ら
れ
て
い
る
北
既
を

無
酸
素
･
セ
ミ
ア
ル
パ
イ
ン
･
ス
タ
イ
ル
で
登
項
す
る
｡
現
代
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
水
難
に
適
し
た
見
や
る
登
拳
を
見
せ
た
.

ま
た
､
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
縦
走
計
画
'
同
じ
-
日
本
山
岳

会
の
話
嶋
か
ら
中
央
唯
～
主
峰
へ
の
縦
走
`
八
〇
〇
〇
m
ラ
イ
ン

よ
り
の
ハ
ン
ク
グ
ラ
イ
ダ
ー
滞
空
と
い
う
よ
う
に
､
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

お
け
る
"
新
し
い
波
〟
を
も
ろ
に
か
･
'
t
つ
た
意
欲
的
を
挑
戦
が
武

み
ら
れ
て
い
る
｡
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鰭物博と山

四
､
ロ
ー
ツ
ェ
　
(
八
五
二
ハ
m
一

ネ
パ
ー
ル
と
中
国
チ
ペ
ソ
ト
自
治
区
の
境
∪
　
ロ
ー
ツ
ェ
と
い
う

名
は
｢
エ
ベ
レ
ス
ト
の
南
峰
｣
を
意
味
し
､
サ
ウ
ス
･
コ
ル
を
へ

た
で
て
エ
ベ
レ
ス
ト
と
あ
ま
り
に
も
近
接
し
て
い
る
が
た
め
､
忘

れ
ら
れ
た
不
遇
の
巨
峰
と
な
っ
て
い
る
ー
U
　
｢
南
の
蜂
｣
 
､
そ
れ
は

エ
ベ
レ
ス
ト
の
付
鵬
の
崎
と
さ
れ
た
名
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
不

幸
と
い
う
他
は
乞
い
(
-

初
登
頓
は
エ
ベ
レ
ス
ト
の
第
二
萱
を
め
ざ
す
ス
イ
ス
隊
に
よ
っ

て
行
お
れ
た
｡
ウ
エ
ス
タ
ン
･
ク
ワ
ム
よ
り
シ
ェ
不
ハ
･
ス
パ
ー

に
ト
ラ
ハ
ー
ス
L
t
　
ロ
ー
ツ
ェ
頂
上
よ
り
五
〇
〇
m
の
大
き
を
ク

ー
ロ
ア
ー
ル
が
落
ち
て
い
る
一
.
.
ル
ー
ト
は
そ
こ
に
と
ら
れ
た
.

頂
上
は
細
く
鋭
く
尖
っ
て
､
到
底
そ
の
上
に
は
立
て
な
か
っ
た
ー
∪

そ
こ
で
一
m
程
下
の
硬
い
雪
を
ピ
ソ
ケ
ル
で
削
っ
て
立
ち
､
初
登

頓
を
果
た
し
た
｡

初
登
頑
よ
り
二
十
一
年
後
､
曲
ト
イ
ツ
隊
が
ロ
ー
ツ
ェ
フ
ェ
ー

ス
の
新
ル
ー
ト
か
ら
第
二
華
)
八
〇
〇
〇
m
十
四
庵
の
内
､
こ
ん

な
に
も
第
二
登
の
遅
れ
た
山
は
な
い
r

H
本
隊
で
は
一
九
八
三
年
､
カ
モ
シ
カ
同
人
隊
(
高
橋
和
之
隊

良
)
が
冬
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を
め
ざ
し
て
ウ
エ
ス
タ
ン
･
ク
ワ
ム
へ

入
っ
た
が
､
そ
の
小
手
調
べ
と
し
て
ロ
ー
ツ
:
フ
ェ
ー
ス
の
初

登
ル
ー
ト
か
ち
登
っ
た
｡
十
日
九
日
よ
り
三
次
に
わ
た
り
計
人
名

が
登
用
に
成
功
し
て
い
る
〕

五
､
マ
カ
ル
ー
　
　
へ
人
望
ハ
二
m
)

ネ
パ
ー
ル
と
す
べ
ノ
ト
自
治
区
と
の
境
J
ク
ー
シ
フ
両
群
の
東

端
に
位
離
し
､
と
う
ミ
グ
ル
な
堂
々
と
し
た
同
憂
を
し
て
い
る
､

初
登
頂
は
フ
ラ
ン
ス
隊
丁
･
フ
ラ
ン
コ
隊
長
)
で
北
西
按
の

マ
カ
ル
ー
･
ラ
よ
り
'
五
日
上
五
日
か
ら
の
二
面
に
わ
た
る
全
員

笠
原
と
い
う
見
事
を
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
登
山
を
や
っ
て
の
け
た
.

そ
の
後
一
九
L
〇
年
､
H
本
隊
(
伊
鵬
洋
平
隊
長
)
は
プ
ラ
/

ク
,
シ
ャ
ン
ク
ル
ム
の
離
間
を
克
服
し
､
朱
鷺
の
束
両
棲
よ
り
窮

.
一
登
を
果
た
し
た
｡

つ
つ
/
､
マ
カ
ル
ー
へ
の
登
馨
は
'
一
挙
に
園
経
る
ル
ー
ト
を
求

め
る
も
の
へ
と
突
き
進
む
｡
.
九
し
一
年
､
フ
ラ
/
ス
隊
は
標
高

孝
二
五
〇
〇
m
の
岩
壁
と
急
峻
を
ナ
イ
フ
リ
ノ
十
の
'
F
L
接
よ
り
篭

原
｡
一
九
七
五
年
､
エ
ー
コ
ス
ラ
ピ
ア
隊
が
南
鵠
一
九
L
六
年
､

チ
ェ
コ
ス
ロ
ハ
キ
ア
隊
が
高
時
稜
っ
一
九
八
.
年
､
木
上
ブ
ン
ト

の
ク
ク
ナ
カ
は
､
北
四
校
よ
り
単
組
･
無
酸
素
し
か
も
完
全
亀
子

ル
ハ
ィ
ン
･
ス
タ
イ
ル
で
登
場
そ
し
て
､
末
登
の
晒
憶
も
.
冗

八
二
年
､
ポ
ー
ラ
ン
ト
･
フ
ラ
ン
ル
合
同
隊
に
征
服
さ
れ
た
い

六
`
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
-
峰
　
(
八
一
六
七
m
)

ネ
ハ
ー
ル
中
部
`
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
山
蕗
の
韮
‥
同
峰
｡
こ
の
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
の
鐙
姿
を
､
田
本
さ
ら
に
世
界
に
伝
え
た
の
は
河
日
誌
椙
で

あ
る
C
彼
は
チ
ベ
ノ
ト
に
法
を
求
め
て
潜
入
す
る
途
中
､
｢
羅
腰

雄
大
な
る
南
平
崎
ト
-
ラ
ギ
リ
｣
と
'
そ
の
紀
行
毒
蔵
旅
行
#

に
紀
し
た
｡

細
萱
項
は
一
九
六
〇
年
の
ス
イ
ス
隊
(
M
･
ア
イ
セ
リ
ン
隊
長
)

で
､
十
三
名
の
隊
員
に
加
え
て
軽
飛
行
機
イ
エ
テ
ィ
号
を
使
用
し
､

五
月
十
三
日
北
東
種
よ
り
狭
く
小
さ
な
絶
頂
に
立
っ
た
｡

一
九
七
〇
年
'
日
本
の
同
志
社
大
学
隊
(
太
田
徳
風
隊
長
)
は
､

秋
季
と
し
て
は
チ
ョ
-
･
オ
ユ
ー
に
次
く
二
度
日
の
記
録
で
第
二

登
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
.
一
九
七
八
年
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
は
二
つ

の
日
本
隊
､
イ
エ
テ
ィ
同
人
隊
(
雨
宮
節
隊
長
)
と
詳
萄
電
通

(
田
中
枝
幸
隊
長
)
　
が
稿
稜
そ
し
て
南
東
按
と
い
う
ハ
リ
エ
ー
ン

ヨ
ン
ル
ー
ト
の
初
登
に
成
功
し
た
｡
そ
し
て
一
九
八
一
年
に
は
田

本
の
秀
博
信
が
低
居
室
に
入
っ
て
高
所
順
応
を
果
た
し
た
後
､
単

線
･
無
酸
素
二
-
ル
ハ
ィ
ン
･
ス
タ
イ
ル
で
挑
み
､
六
旦
一
日
つ

い
に
登
巧
言
原
初
の
母
娘
登
萌
者
と
な
っ
た
｡

そ
の
後
も
口
本
隊
は
､
l
I
九
八
二
年
に
'
難
関
､
北
壁
(
梨
ル

ー
ト
)
初
華
､
そ
の
年
の
冬
に
は
北
海
道
天
草
隊
(
安
問
蒋
隊
長
)

が
北
東
コ
ル
よ
り
雪
洞
を
使
用
し
た
牛
や
ン
フ
配
請
に
よ
り
､
冬

期
初
登
期
を
達
成
し
た
｡

七
､
マ
ナ
ス
ル
　
(
八
二
ハ
三
m
)

ネ
ハ
-
ル
中
部
"
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
中
央
部
｡
マ
ナ
ス
ル

と
マ
ー
ル
の
韮
高
崎
し
と
-
ク
2
 
'
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
と
と
も
に
マ

ナ
ス
ル
二
面
と
呼
ば
れ
る
｡

初
登
頂
は
ー
九
九
六
年
'
頒
布
直
接
長
率
い
る
日
本
山
岳
会

(
-
A
C
)
隊
で
あ
る
｡
五
月
九
日
午
前
審
時
三
十
分
'
今
郎
隊
員

と
シ
ェ
ル
ハ
の
キ
辛
ル
ノ
エ
ン
が
登
頂
一
天
候
は
無
風
保
崎
-
)
秦

さ
に
絶
好
の
コ
ン
テ
ィ
ン
ヨ
ン
で
の
初
登
頂
だ
っ
た
ー
‥
一
人
は
日

章
嫌
と
ネ
ハ
ー
ル
国
旗
を
結
び
つ
け
た
ピ
ソ
ケ
ル
を
振
り
か
ざ
し

サ
-
ル
を
結
び
合
っ
た
ま
ま
交
互
に
記
念
写
･
具
を
撮
っ
た
｡

日
本
人
の
山
マ
ナ
ス
ル
の
第
二
登
は
一
九
七
一
年
の
日
本
西
壁

際
(
高
橋
照
隊
長
)
で
､
ド
メ
ン
､
コ
ー
ラ
よ
り
北
西
接
を
登
り

五
月
十
七
日
頂
上
に
立
っ
た
｡
こ
の
時
､
初
登
時
に
J
A
C
隊
の

残
し
た
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
持
ち
帰
っ
た
｡

一
九
七
二
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
隊
が
南
西
壁
.
一
九
七
四

年
に
な
る
と
女
性
に
よ
る
初
の
八
〇
〇
〇
m
崎
登
頂
が
記
録
さ
れ

る
.
同
人
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
隊
(
熟
石
恒
隊
長
)
で
あ
る
｡
当
初
予

定
の
乗
積
を
放
棄
し
北
東
擬
の
初
登
ル
ー
ト
よ
り
自
力
で
登
萌
し

た
｡

ま
た
､
一
九
八
一
年
に
は
旅
行
会
社
の
公
募
し
た
異
色
の
隊
が

合
計
十
五
人
も
の
大
出
登
頂
に
成
功
｡
こ
の
中
に
は
六
十
二
歳
と

い
う
輩
高
齢
登
頂
詳
録
を
つ
く
っ
た
商
ト
イ
ツ
人
ロ
ー
プ
ア
ラ
ー

が
い
た
｡
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
大
衆
化
が
進
む
中
で
の
記
録
で
あ
る
｡

初
登
頑
以
来
日
本
隊
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
見
て
も
｢
日
本

人
の
山
･
マ
ナ
ス
ル
｣
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

八
､
チ
ョ
-
･
オ
ユ
ー
　
(
八
二
〇
一
m
)

ネ
パ
ー
ル
東
部
と
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
境
｡
タ
ー
ン
ブ
山

群
西
部
｡
山
名
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
｢
ト
ル
コ
玉
の
神
｣
で
あ
る
｡

長
大
を
ゴ
ジ
ュ
ン
パ
氷
河
源
頭
に
準
え
る
堂
々
た
る
巨
峰
は
'
五

十
年
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
八
〇
〇
〇
m
の
黄
金
時
代
の
華
や
か
な
る
時

に
,
あ
ま
り
に
も
ひ
っ
そ
り
と
初
登
頂
さ
れ
で
あ
り
'
山
自
体
が

地
味
を
存
在
で
あ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
を
が
ら
､
あ
ま
り
目
立
た

凄
い
記
録
と
在
っ
て
い
る
｡

一
九
五
四
年
､
こ
の
山
は
小
規
模
を
登
山
隊
を
迎
え
る
｡
当
時

の
登
山
隊
は
一
国
の
登
山
界
を
結
集
し
て
組
織
さ
れ
る
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
'
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
(
ヘ
ル
ベ
ル
ト
･
テ
ィ
ッ
ピ

ー
隊
長
)
は
､
た
っ
た
三
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
在
隊
'
た
J
つ
た
｡
十

月
十
九
日
､
凍
傷
に
苦
し
む
テ
ィ
ッ
ピ
ー
･
ヨ
ピ
ラ
ー
･
パ
サ
ン

は
つ
い
に
頂
上
に
立
ち
､
小
さ
な
土
子
架
を
雪
の
中
に
適
い
た
｡

一
九
六
四
年
に
は
西
ド
イ
ツ
隊
が
西
桟
の
七
六
五
〇
m
ま
で
ス

キ
ー
を
使
っ
て
遥
頂
す
る
｡

一
九
八
五
年
､
八
〇
〇
〇
m
峰
十
四
座
の
う
ち
唯
一
日
本
人
未

踏
の
頂
で
あ
っ
た
チ
ョ
ー
･
オ
ユ
ー
が
挙
ら
れ
る
｡
カ
ト
マ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
隊
(
金
沢
健
隊
長
)
で
あ
る
｡
四
人
の
少
大
赦
で
西
北
西

校
を
登
り
`
上
月
二
田
三
隊
員
が
登
頑
に
疲
功
し
た
の
で
あ
る
っ

一
九
八
七
年
､
カ
モ
シ
カ
同
人
隊
(
今
井
通
子
隊
長
)
は
西
北

西
茂
を
ル
ー
ト
に
登
頂
し
`
高
橋
和
之
隊
員
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

で
頂
上
か
ら
の
滑
空
に
戯
功
し
た
｡
こ
れ
は
離
陸
高
度
の
世
界
記

録
と
な
る
｡
頂
上
よ
り
B
C
ま
で
高
度
差
五
〇
〇
m
を
わ
ず
か

七
分
で
舞
い
降
り
て
い
る
｡

九
､
ナ
ン
ガ
･
パ
ル
パ
ッ
ト
　
(
八
一
二
五
m
)

パ
キ
ス
タ
ン
･
カ
シ
ミ
ー
ル
休
戦
ラ
イ
ン
近
-
｡
パ
ン
ジ
ャ
ブ

･
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
位
覆
す
る
｡
｢
裸
の
山
｣
を
意
味
す
る
山
名
は
､

独
立
性
と
し
て
孤
独
を
絵
姿
を
そ
そ
り
た
た
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
来
て
い
る
の
か
'

｢
難
攻
不
落
の
腹
の
山
｣
　
｢
人
喰
い
山
｣
と
言
わ
れ
､
ヘ
ル
マ

ン
･
プ
ー
ル
の
単
独
初
登
頂
ま
で
に
三
十
一
人
の
犠
牲
者
を
呑
み

込
ん
た
が
､
そ
の
多
数
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
｡
ド
イ
ツ
は
こ
の

山
を
｢
ド
イ
ツ
人
の
山
｣
と
呼
び
､
是
が
非
で
も
ド
イ
ツ
人
の
手

で
頂
上
を
と
挑
戦
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
｡

一
九
五
三
年
七
月
三
日
午
後
七
時
難
攻
大
藩
を
誇
っ
た
龍
の

山
も
つ
い
に
人
類
に
登
頂
を
許
し
た
｡

四
つ
ん
追
い
に
な
っ
て
糾
血
を
登
る
男
を
さ
さ
え
て
い
た
の

は
､
た
だ
鉄
の
意
志
だ
け
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
ナ
ン
ガ
･
パ
ル
バ
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シャープルム1
下　　　　　　妻

言まるでアルプスの山のように続々と挙られ始めた｡

鰭物博ど山

ソ
ト
の
頂
に
は
ひ
と
つ
だ
け
の
人
影
が
立
ち
､
チ
ロ
ル
の
小
旗
が

立
て
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
ド
イ
ツ
隊
で
は
あ
っ
た
が
､
登
っ
た
の
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヘ
ル
マ
ン
･
プ
ー
ル
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
隊

長
は
ヘ
ル
リ
ピ
コ
フ
ァ
ー
｡
彼
は
そ
の
後
を
お
も
こ
の
山
に
執
著

し
､
登
山
隊
を
送
り
込
ん
だ
｡
一
九
六
二
年
デ
了
､
ミ
ー
ル
壁
'
一

九
七
〇
年
ル
パ
ー
ル
堕
と
異
端
の
山
を
各
ル
ー
ト
か
ら
陥
落
さ
せ

た
の
で
あ
っ
た
｡

一
九
七
八
年
に
は
メ
ス
ナ
-
が
デ
ア
ミ
ー
ル
壁
を
単
独
で
登
障

す
る
と
い
う
偉
業
を
な
し
と
げ
た
｡

一
九
八
三
年
に
は
十
一
隊
も
の
隊
が
殺
到
｡
そ
の
内
四
隣
が
日

本
隊
で
あ
っ
た
｡
デ
ア
ミ
ー
ル
堕
に
向
か
っ
た
擁
山
岳
遭
隊
は
､

初
登
ル
ー
ト
に
取
り
付
き
､
七
月
三
十
一
日
午
前
四
時
日
本
人
と

し
て
初
め
て
頂
上
に
立
っ
た
｡

し
か
し
そ
の
後
も
､
ナ
ン
ガ
･
パ
ル
バ
ッ
ト
は
｢
艇
の
山
｣
｢
人

喰
い
山
｣
の
異
名
を
持
ち
続
け
て
い
る
｡
パ
ン
ジ
ャ
ブ
･
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
孤
高
を
誇
る
｢
異
端
の
巨
峰
｣
で
あ
る
｡

一
〇
､
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
-
峰
　
(
八
〇
九
一
m
)

ネ
パ
ー
ル
中
部
｡
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
の
最
高
峰
｡
山
名
は

｢
豊
穣
の
女
神
｣
を
意
味
す
る
｡

一
九
五
〇
年
六
月
三
日
　
そ
れ
は
人
類
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き

日
で
あ
っ
た
｡
フ
ラ
ン
ス
人
､
エ
ル
ゾ
-
ク
と
ラ
シ
ユ
ナ
ル
に
よ

る
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
1
峰
の
初
登
頂
は
､
ま
さ
に
人
間
の
踏
ん
だ
最

初
の
八
〇
〇
〇
m
鴎
た
っ
た
の
で
あ
る
｡
フ
ラ
ン
ス
隊
(
モ
ー
リ

ス
･
エ
ル
ゾ
-
グ
隊
長
)
は
'
ま
ず
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
を
偵
察
し
､
困

難
と
見
る
と
す
ぐ
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
転
進
し
た
｡
北
面
の
北
氷
河

を
ル
ー
ト
に
取
り
､
モ
ン
ス
ー
ン
の
襲
来
と
戦
い
を
が
ら
六
月
三

日
に
頂
上
に
登
り
つ
い
た
の
で
あ
る
｡

一
九
七
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
隊
(
ク
リ
ス
･
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
長
)

が
､
壁
の
時
代
の
到
来
を
つ
け
る
遊
学
を
両
壁
で
行
な
っ
た
｡
壁

の
高
度
差
は
三
六
〇
〇
m
'
し
か
も
酸
素
の
薄
い
八
〇
〇
〇
m
で

の
困
難
ま
わ
ま
る
壁
か
ら
の
登
頂
で
あ
る
｡
一
九
七
九
年
五
月
八

日
､
静
岡
岳
遠
隣
(
八
木
公
信
隊
長
)
は
北
面
の
初
蛍
ル
ー
ト
の

左
を
登
る
オ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ト
よ
り
登
頂
｡
ま
た
一
九
八
一
年
に
は

イ
エ
テ
ィ
同
人
隊
(
吉
野
寛
隊
長
)
が
'
唯
一
両
壁
に
残
さ
れ
た

中
央
岩
桟
の
澄
輩
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
｡

一
九
八
七
年
に
は
群
馬
岳
連
隊
(
八
木
原
固
明
隊
長
)
が
､
標

高
差
一
五
〇
〇
m
と
圧
倒
的
全
局
さ
を
誇
る
両
壁
(
イ
ギ
リ
ス
ル

ー
ト
)
よ
り
厳
冬
期
初
登
頂
に
成
功
し
た
｡
ヒ
マ
ラ
ヤ
冬
の
壁
の

時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
快
挙
で
あ
っ
た
｡

二
､
カ
ツ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム
ー
峰
　
(
八
〇
六
八
m
)

中
国
の
斬
張
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
境
､
ウ
ル
ド

ク
氷
河
と
南
ガ
ッ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム
氷
河
と
の
間
の
主
綾
上
に
あ
り

バ
ル
ト
ロ
氷
河
上
か
ら
は
僅
か
に
頂
綾
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
｡

一
八
九
二
年
W
･
M
･
コ
ン
ウ
ェ
イ
は
､
ヒ
ド
ン
･
ピ
ー
ク
｢
隠

な
落
日
に
輝
い
て
い
る
中
で
の
印
象
的
を
登
頂
だ
っ
た
｡

第
二
登
は
日
本
の
愛
知
学
院
大
学
際
(
湯
浅
道
男
隊
長
)
で
､

中
央
ル
ン
ゼ
を
登
る
西
壁
ル
ー
ト
よ
り
登
頂
す
る
｡
そ
の
後
は
'

ア
ル
パ
イ
ン
速
攻
登
山
･
主
峰
と
中
央
峰
の
コ
ル
よ
り
の
ス
キ
ー

滑
降
･
メ
ス
ナ
-
の
一
年
間
に
八
〇
〇
〇
m
峰
三
座
登
頂
の
ハ
ッ

噂
ト
･
ト
リ
ッ
ク
･
女
性
二
人
た
け
に
よ
る
瑳
頂
と
い
う
よ
う
に
､

一
三
`
ガ
ツ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム
2
峰
　
(
八
〇
一
一
五
m
)

中
国
の
新
揖
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
境
｡
グ
レ
ー

･
カ
ラ
コ
ル
ム
'
バ
ル
ト
ロ
山
脈
に
位
証
し
バ
ル
ト
ロ
氷
河
の

れ
た
雌
｣
と
名
付
け
た
｡

一
九
五
四
年
の
K
2
の
初
登
頂
以
後
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
々
は
に

あ
か
に
脚
光
を
浴
び
一
九
五
八
年
に
は
カ
ラ
コ
ル
ム
‥
フ
ノ
シ
工

が
ね
こ
っ
た
｡
ガ
ッ
シ
ャ
ー
プ
ル
ム
1
峰
も
そ
の
年
つ
い
に
初
登

頂
さ
れ
た
｡
登
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
隊
(
二
つ
ラ
ル
･
ク
リ
ン
チ

隊
長
)
で
あ
る
｡
南
東
綾
よ
り
主
峰
と
高
峰
の
コ
ル
ヘ
出
て
項
按

へ
出
る
と
､
頂
上
ま
で
は
ず
っ
と
雪
の
蛍
砦
っ
た
｡
快
晴
の
申

頂
上
か
ら
は
カ
ラ
コ
ル
ム
の
主
た
る
山
々
が
総
て
眺
め
ら
れ
た
｡

一
九
七
五
年
に
は
メ
ス
ナ
-
と
ハ
ー
ベ
ラ
ー
の
ペ
ア
が
北
西
壁

よ
り
速
攻
無
酸
素
に
て
登
頂
｡
そ
れ
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
常

識
を
破
っ
た
画
期
的
な
成
功
を
収
め
た
｡

一
九
八
一
年
､
日
本
の
長
野
県
山
岳
鴨
会
隊
が
､
初
登
ル
ー
ト

の
南
東
綾
よ
り
隊
員
二
名
が
登
頂
し
た
｡

一
九
八
二
年
の
フ
ラ
ン
ス
ス
キ
ー
隊
は
'
登
頂
後
頂
上
か
ら
標

高
差
二
〇
〇
〇
m
を
合
計
九
時
間
に
あ
た
っ
て
滑
り
つ
づ
け
る
と

い
う
記
録
を
つ
-
っ
た
の
で
あ
る
｡

二
一
､
フ
ロ
ー
ト
･
ピ
ー
ク
　
(
八
〇
四
七
m
)

中
国
の
耕
運
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
境
｡
カ
ラ

コ
ル
ム
･
バ
ル
ト
ロ
山
脈
に
位
置
す
る
｡
英
語
で
｢
幅
の
あ
る
峰
｣

を
意
味
す
る
山
名
は
'
一
八
九
二
年
に
カ
ラ
コ
ル
ム
探
検
を
し
た

マ
I
T
ィ
ン
･
コ
ン
ウ
ェ
イ
の
命
名
で
あ
る
｡

一
九
五
七
年
､
マ
ル
ク
ス
･
シ
ユ
ム
ク
を
隊
長
と
す
る
四
人
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
こ
の
山
に
入
っ
た
｡
彼
ら
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
･

オ
ー
ス
チ
ン
氷
河
か
ら
西
堂
ル
ン
ゼ
を
登
り
`
主
峰
と
中
央
峰
の

コ
ル
ヘ
出
る
西
稜
ル
ー
ト
を
ア
ル
パ
イ
ン
･
ス
タ
イ
ル
に
て
'
会

員
登
頂
を
果
た
し
た
｡
ヘ
ル
マ
ン
･
プ
ー
ル
が
頂
上
に
立
っ
た
の

は
午
後
七
時
｡
谷
は
も
う
闇
に
つ
つ
ま
れ
､
高
い
山
た
け
が
真
赤

嘉
講
o
黒
.
]
語
群
謹
舞
錆
.
o
S
g

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
性
格
の
地
味
さ
で
は

最
右
翼
の
存
在
で
あ
ろ
う
｡

初
登
頂
は
一
九
五
六
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
(
フ
リ
ッ
ツ
･
モ

ラ
ヴ
エ
ク
隊
長
)
で
あ
る
｡
南
ガ
ッ
シ
ャ
プ
ル
ム
氷
河
よ
り
南
西

饗
を
登
り
'
七
月
七
日
に
つ
い
に
小
さ
な
雪
の
台
地
に
人
の
背
丈

程
も
あ
る
二
つ
の
尖
岩
の
立
つ
山
頂
に
立
ち
､
初
登
頂
に
成
功
し

た
｡
そ
の
後
こ
の
山
が
比
較
的
容
易
に
登
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
､

各
国
の
登
山
隊
が
挑
戦
し
姑
め
る
｡
一
九
七
八
年
ア
メ
リ
カ
の
G

･
プ
ロ
シ
ク
は
南
東
桜
よ
り
単
犯
登
頂
に
成
功
｡
つ
づ
く
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
は
全
員
登
頂
を
達
成
す
る
｡

一
九
八
〇
年
に
怠
る
と
日
本
の
ベ
ル
ニ
ナ
山
岳
会
隊
(
佐
藤
英

雄
隊
長
)
が
挑
戦
｡
南
西
枝
よ
り
南
東
桜
へ
出
る
初
登
ル
ー
ト
よ

り
登
頂
す
る
｡

ま
た
一
九
八
三
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ペ
ア
､
ク
ル
テ
ィ
カ
と

タ
グ
チ
カ
が
二
人
だ
け
の
ア
ル
パ
イ
ン
･
ス
タ
イ
ル
で
`
ガ
ッ
シ

ャ
ー
プ
ル
ム
･
ラ
よ
り
東
榎
を
登
り
登
頂
､
南
西
按
を
下
る
と
い

う
縦
走
登
山
を
完
成
さ
せ
た
｡

一
四
､
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
　
(
八
〇
一
二
m
)

中
国
チ
ペ
ソ
ト
自
治
区
南
西
部
｡
ネ
パ
ー
ル
名
｢
ゴ
サ
イ
ン
タ

ン
｣
｡
チ
ベ
ッ
ト
語
で
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
は
｢
草
地
の
山
｣
の
意
だ

と
い
う
｡
完
全
に
中
国
(
チ
ベ
ッ
ト
)
領
内
の
た
め
'
ヒ
マ
ラ
ヤ

黄
金
時
代
に
も
外
国
登
山
隊
は
近
づ
く
こ
と
も
で
き
ず
に
､
最
後

の
八
〇
〇
〇
m
峰
と
し
て
一
九
六
四
年
ま
で
登
頂
さ
れ
を
か
っ
た
｡

初
登
頂
し
た
の
は
登
山
隊
貝
一
九
五
人
と
い
う
篤
実
的
な
大
編

成
で
挑
ん
だ
中
国
隊
で
あ
る
｡
ル
ー
ト
は
北
側
の
氷
河
か
ら
北
東

綾
を
登
る
も
の
で
､
五
月
二
日
､
五
㌔
程
の
頂
上
に
記
録
の
紙
片

を
埋
め
､
毛
沢
東
の
彫
像
を
置
い
た
｡
そ
し
て
十
五
年
後
､
中
国

も
外
国
隊
に
門
戸
を
解
放
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
第
一
陣
は
西
ド

イ
ツ
隊
(
マ
ン
フ
レ
ー
ト
･
ア
パ
ラ
イ
ン
隊
長
)
で
初
登
ル
ー
ト

よ
り
第
二
登
を
果
た
す
｡

一
九
八
一
年
に
は
日
本
の
女
子
蛍
撃
ク
ラ
ブ
隊
(
田
部
井
淳
子

隊
長
)
が
姿
を
現
わ
し
た
｡
彼
女
ら
も
初
盆
ル
ー
ト
の
北
東
綾
を

登
り
､
日
中
両
国
旗
を
雪
の
中
に
突
き
刺
し
た
の
だ
っ
た
｡
ま
た

一
九
八
二
年
の
イ
ギ
リ
ス
隊
は
､
困
経
を
氷
雪
の
壁
で
あ
る
南
西

堂
を
登
り
南
東
稔
を
下
山
す
る
と
い
う
ア
ル
パ
イ
ン
･
ス
タ
イ
ル

で
特
筆
す
べ
き
登
頂
を
果
た
し
た
｡

同
年
､
低
圧
室
で
独
特
の
高
所
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
つ
み
速
攻
登

山
を
実
践
す
る
日
本
の
高
山
研
究
所
隊
(
原
真
隊
長
)
が
四
日
間

で
登
頂
す
る
と
い
う
速
攻
ぶ
り
を
見
せ
た
｡

不
遇
名
山
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
も
､
今
後
は
新
ル
ー
ト
の
開
拓
が
大

き
を
課
題
に
な
っ
て
く
る
｡

お
わ
り
に

今
や
､
八
〇
〇
〇
m
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
十
四
座
は
こ
と
ご
と
く

登
り
つ
く
さ
れ
た
｡
こ
れ
か
ら
は
細
分
化
さ
れ
た
'
よ
り
困
難
を

ル
ー
ト
･
無
酸
素
･
冬
期
･
単
独
速
攻
と
い
う
よ
う
に
､
｢
神
々

の
峰
｣
を
め
ぐ
っ
て
様
々
を
試
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
に
お
い
で
は
日
本
の
登
山
隊
の
業
績
を
無
視

し
て
は
語
れ
老
い
も
の
が
あ
る
｡
全
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
に
入
山
し
た

登
山
隊
の
教
は
､
お
そ
ら
く
日
本
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
し

て
も
そ
う
で
あ
る
｡

と
い
う
こ
と
は
全
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
記
録
が
日
本
に
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
｡
そ
の
情
報
の
源
が
博
物
館
と
い
う
名
に
お
い
て
総
て

集
収
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
｡
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